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労働者の健康を守るため個⼈暴露濃度測定
による的確なリスクアセスメントが必要

事業領域
労働災害防止のためのリスクアセスメント

労働安全衛生法改正により化学物質
リスクアセスメントが義務化

一定の危険有害性の

ある化学物質（640物

質）について
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化学物質の採取方法
パッシブ法 アクティブ法

吸着剤により捕集 定量ポンプを使用して

（個⼈暴露測定） 吸着剤により捕集
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従来技術の問題点

パッシブサンプラー

バッジ形状 検知管
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 活性炭素繊維の吸着層などの5層構造
 凹凸のない、厚さ1mm、縦横3cmのシート形状
 重さは約0.5gと極く軽量
 裏面には装用時に剥がれにくい接着層
 作業衣や皮膚の上に貼るだけ

4

新技術の特徴

ガス状の有機化合物を捕集する
個人暴露測定用サンプラー
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新技術の特徴

シート形状を特徴とする有機溶剤の捕集器
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 シート状で凹凸を有さない形状。
 サンプラーの重さは、0.5グラム。
 作業衣や皮膚の上に貼るだけ。
 コストを抑えた作業環境管理の実現
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新技術の特徴
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 捕集量試験： 温度や相対湿度（風速）の違い
による測定値への影響はほとんどな無し
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新技術の性能
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 衣服内試験： 衣服内の濃度測定と各種作業衣の
耐透過性能の評価が可能
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新技術の性能
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 手袋内試験： 手袋内の濃度測定と各種作業用
手袋の耐透過性能の評価が可能
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新技術の性能
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 マスク内試験： マスク内の濃度測定とマスク
の有効性能の評価が可能
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新技術の性能
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 取り付け場所を選ばす、使い捨てが可能なサンプラー
 厚さ1mm、縦横3cmのシートで凹凸のない形状を有する、

極めて軽量なサンプラー
 作業衣や皮膚の上に貼るだけでガス状の有機化合物の捕集が

可能なサンプラー
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想定される用途

ガス状の有機化合物を捕集する
個人暴露測定用サンプラー
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企業への期待

 サンプラーの試作品があり、性能評価も行って
いるので、企業による商品化を期待。

 環境測定、労働衛生関連の技術を有する企業、
もしくは新規参入企業との共同研究を希望。

 市場ニーズは国内のみならず、諸外国にもあり
国際的な事業展開を期待。
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• 発明の名称：有機溶剤の捕集器ならびに捕集

方法、および有機溶剤量の測定方法
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お問合せ先
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